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研究要旨 

IgG4関連血管病変の外膜には，組織学的に制御性T細胞，好酸球，好塩基球，肥満細胞の多数の浸潤が

あり，その病因・病態に多種の免疫細胞の関与が示唆され，今後のIgG4関連血管病変の診断にも有用で

あった． 
 
Ａ．研究目的 

 IgG4関連疾患の病因・病態には多くの免疫細胞の

関与が示唆されるが，IgG4関連血管病変での評価は

十分ではなく，今回検討した． 

 

 Ｂ．研究方法 

 IgG4 関連疾患の診断基準に準拠し選択した IgG4

関連大動脈瘤（IgG4-AAA）19 例，非 IgG4 関連炎症

性大動脈瘤（non-IgG4-IAAA）13 例，動脈硬化性大

動脈瘤（aAAA）11 例，正常大動脈（解剖例）11 例

を対象とした．制御性 T細胞，好塩基球,肥満細胞，

組織球の検討は免疫染色で FOX-P3, IgE, c-kit, 

CD163/CD68 を好酸球検討は好酸球染色を用い，外

膜における強拡大（HPF）1 視野の陽性細胞数平均

を計測し，各群間で中央値を比較した． 
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Ｃ．研究結果 

 IgG4-AAAは他3群に比較して，有意に多数の制御性

T細胞（66.7個/HPF)，好酸球（6.2個/HPF)，好塩基

球(12.2個/HPF)，肥満細胞（13.2個/HPF）を認めた.

 IgG4-AAA，non-IgG4-IAAAの2群間で，CD168陽性組

織球数（211個/HPF）は有意差はなかったが，M2組

織球（91％）はIgG4-AAAが有意に高値であった． 

 

Ｄ．考察および結論 

   IgG4関連血管病変の病因・病態に，制御性T細胞，

好酸球，好塩基球，肥満細胞等の多種の免疫細胞の

関与が示唆された．特に好酸球，好塩基球は他3群

では乏しく，外膜に少数でも存在する事がIgG4関連

血管病変で特徴的と思われた. 

 

Ｅ．健康危険情報 

なし 
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